
 

 
 

 

要旨 

 

・市長あいさつ 

 

・意見交換 

 

 開催内容の公開 

 第 39 回目となる今回は，「子育て

支援について」をテーマに，実際に

子育て中の方々から，子育てにかか

わる率直なご意見等をいただくた

め，市内育児サークルの「子育てネ

ットワーク ひよこ会」（リーダ

ー：高田秋菜さん）の皆さんと意見

交換を行いました。 

 

日時 平成 21 年 4 月 24 日（金） 午前 10 時 10 分～午前 11 時 10 分 

場所 旭川市永山公民館 和室 （永山 3 条 19 丁目永山市民交流センター内） 

出席者 旭川市長 西川将人 

「子育てネットワーク ひよこ会」の皆さんほか  23 組 

 

対話の内容   

テーマ～「子育て支援について」 

 

以下，参加者の皆様については，敬称を省略させていただきます。 
 
市長あいさつ 

 皆さん，おはようございます。 今日は定例の皆さんの活動に，私もお邪魔させていただきまし

た。このような機会をつくっていただきまして本当にありがとうございます。 

 本当に小さなお子さんがたくさんいらっしゃって，「ひよこ会」の皆さんには，高田リーダーを始

め，役員の方々にはいろいろとお母さん方の子育ての相談や，友達の輪を広げていくということ

で，日ごろからお力添えをいただいておりますことに感謝を申し上げたいと思います。 

 後ほど，私も皆さんの活動を拝見させていただいて，それからいろいろと皆さんの話を聞かせ

ていただくため，意見交換をさせていただきたいと思っていますので，小さいお子さんがいて，

大変かもしれないですが，あまり長い時間をかけないようにと思っていますので，どうぞ今日は

よろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

 



 

 

～活動状況見学～ 

 「ひよこ会」の皆さんの活動状況を見学しました。今日は，こどもの日にちなみ新聞紙を使った

かぶとの制作でした。 

 

 
 

～意見交換～ 

市長 

 皆さん，どうもありがとうございました。楽しいかぶとづくりをさせていただきまして，私も楽しか

ったです。 

 これからは皆さんのお話しを聞かせていただきたいと思いますが，まず最初にリーダーからい

ろいろと活動状況などを聞かせていただこうと思っております。 

 私たちの旭川も今，少子高齢社会ということで，社会がどんどんと変わってきております。そ

のような中，子どもたちは旭川の宝物ですし，日本の宝物です。私も皆さんが安心してこのまち

で子育てをしていただけるように，一生懸命頑張っていきたいと思っています。今日はいろいろ

と皆さんの生の声を聞かせていただいて，これからの旭川の行政に反映をしていくための参考

になればと思っていますので，どうぞよろしくお願いいたします。 

 

高田さん（リーダー） 

 「ひよこ会」は，今年で１０年目になりますが，月に２回，ここの永山公民館などで活動していま

す。室内遊びや親子のふれあいなどの活動や，またお母さんたちの育児の悩み事などを一緒

に悩んで共有したり，そうすることで解決にもつながっていくと思いますし，もちろん，夏場は外

遊びなどもしています。その他に年に１回，講演会やコンサートなど大きなイベントも行っていま

す。必ず来なければいけないということではなく，来られる時に，来たい時に来るという自由な

感じで活動しています。簡単ですが以上です。 

 

市長 

 高田さん，どうもありがとうございます。 

市内にはこのような育児サークルは３６か所あると聞いています。今日は永山地区の皆さんが

ほとんどかなと思いますけれども，実は私も高校を出るまで永山に居まして，永山保育所，永

山小中学校の出身です。この辺りはよく昔からの遊び場所でした。そのようなご縁もあります

が，今日は皆さんからいろいろとお話しを聞かせてもらいたないと思っていますので，どなたで

も結構ですから，何かご意見を聞かせていただきたいと思います。 

 このようなサークルも地域，地区単位でありますけれども，例えば地域の人や町内会，行政に

対してでもいいですが，このようにしてもらえたらもっといいなというようなことがあれば聞かせ

ていただきたいと思います。日ごろ，皆さんが不都合に感じていることはないですか。 

 

参加者Ａ 

 家の周りに，非常に広い公園があるのですが，遊具がなく，ただの広場になっています。でき

れば遊具をおいていただければと思います。永山９条１４丁目にある公園です。 



 歩いて行ける距離に遊具のある公園がないので，よろしくお願いします。 

 

市長 

 すみません。多分，市のお金がなくて，まだ設置されていないのだと思いますが，順次整備し

ていけるように頑張っていきたいと思います。 

 

参加者Ａ 

 子どもがすごく多いところで，皆が願っているので，よろしくお願いします。 

 

市長 

 上川支庁の前にある永山中央公園まではやはり遠いですか。 

 

参加者Ａ 

 歩くと少し遠いですね。赤ちゃんがいる人は皆ちゅうちょすると言っています。車がなければだ

めですね。子どもたちも外で遊ぶ遊具がないので，自転車にずっと乗っていたりしています。幼

稚園などに行かなければ遊具で遊ぶ機会がないということがあるので，よろしくお願いします。 

 

市長 

 お母さんの生の声として聞かせていただきます。頭にしっかりとおいておきます。 

 

参加者Ｂ 

 予算がなくて公園に遊具をおくことができないということですが，遊具は買わなくても，せっかく

北海道にいて，自然がたくさんあるのだから，木を使って遊具をつくるなど，そういうようにお金

をかけないでできる方法もあるなと思いました。木に触れることは，子どもたちにとってとてもい

いことだと思います。 

 

市長 

 本当にそうだなと思います。ぜひ参考にさせ

ていただきます。 

 

参加者Ｃ 

 私は１年前に永山に引っ越して来て，近くに永

山中央公園があったので，すばらしいと思って

時々行くのですが，木陰がなく，夏は暑いんで

すよね。常磐公園のようにとは言いませんが，

樹がもう少し多いともっとくつろげると思います。 

 

市長 

 確かにそこには大きな樹がないですね。分か

りました。 

 

参加者Ｄ 

 これから仕事をしようと思うのですが，子どもが急な病気になっても安心して働けるように，病

児保育の拡大をお願いします。 

 

市長 

 今，市内には病後児保育は豊岡中央病院の１か所で行っていますね。病後ということであり，

１か所ですから，なかなかまだ不便な面もあるのかなと思いますが，やはり働く立場からすると

切実な問題ですよね。当面，何かあれば豊岡中央病院の方を使っていただければと思います。 

 



参加者Ｅ 

 日頃，子育て施策にご尽力いただいて，またこのような機会をつくっていただいてありがとうご

ざいます。 

 今のお話しの関連ですが，病児もそうですが，兄弟姉妹がいる家庭では，行事がある度に小

さな子を連れて行くのが大変だとか，病気になった時に預けるところがないとか，いろいろな問

題があります。 

 認可保育所での一時預かりが前月の１５日に予約開始なのですが，あっという間に予約が埋

まってしまうという状況です。認可保育所の一時預かりのような，安心して低料金で預けられる

ところをもう少し増やしていただきたいなと強く思います。そうするときっとお母さん方も安心して

働けるようになったり，育児で疲れているお母さんが，少し休養することができたり，もっともっと

たくさん子育てに自信をつけることができると思います。ぜひぜひ保育所の充実をお願いいたし

ます。 

 

市長 

 今の一時預かりについてもそうですが，全般的に市内の保育施設がまだ不足している状況で

す。これからも順次増やしていけるように取り組んでいきたいと思います。 

 

参加者Ｆ 

 富沢にあるカムイの杜公園の「わくわくエッグ」のような屋内の遊技施設があるといいと思いま

す。永山の方は屋内で遊ぶ施設が少なく，夏は公園などで遊べるのでいいのですが，冬や天

気の悪い日に子どもたちが走ったりできるような広い施設があるといいなと思います。 

 

市長 

 カムイの杜に１つありますので，こちらの方にも１つあるといいだろうなと思っています。今後

の計画の中で検討させてもらいたいと思います。 

 

参加者Ｇ 

 休日に買物公園に遊びに行きたいのですが，行っても，ベビーカーなどが全然ありませんし，

立体駐車場に入れると，そこから子どもを抱いて降りて行かなければなりません。ですから，や

はり郊外の大型店に行ってしまいます。 

 買物公園も，できれば駐車場をもっと増やすとか，たくさんベビーカーがおいてあるといいと思

います。また，スクールバスのように，子どもを連れてバスに乗って行くというようなシステムな

どがあるといいと思います。 

 私たちが子どもの頃は，やはり買物公園のデパートに行くことがとても楽しみでしたので，もう

少し行きやすい環境になってくれるといいと思います。 

 

市長 

 いろいろなところに小さな子どもを連れて行くと，様々な面で不便に感じることがあるんです

ね。今後，子どもを連れて行きやすいようなまちづくりについて，いろいろと考えていきたいと思

います。 

 今，公園のお話しですとか，病気をした時の保育のお話しですとか，買い物に行く時のお話し

ですとか，いろいろと聞かせていただいたのですが，他にありませんか。 

 

高田さん（リーダー） 

 子どもが産まれた時に，紙おむつを捨てるためごみ袋の支給がありますが，支給枚数が少な

いと思います。何を基準にして，年齢と枚数と決めたのか聞いてみたいと思っていました。 

 

市長 

 一応，２歳までを支給の対象とさせてもらっていますね。 

 



高田さん（リーダー） 

 実際に２歳でオムツがとれる子はあまりいないですよね。 

 

市長 

 ２歳でオムツがとれない子もいるということで，できれば２歳過ぎてからも支給してほしいとい

う話は結構聞いています。それもまた今後の検討材料にさせていただきたいと思います。 

 

高田さん（リーダー） 

 よろしくお願いします。 

 

市長終わりのあいさつ 

 今日はいろいろとお話しを聞かせていただきましてどうもありがとうございました。 

 お金のかかることもありますので，なかなかすぐにはできないこともありますが，できるところ

から頑張っていきたいと思いますので，皆さん，これからも健康に気を付けていただいて，子育

てに頑張っていただければと思っています。 

 今，市役所の本庁舎の１階で，市内の育児サークルの皆さんを紹介するパネル展を行ってお

りまして，市役所に来られた時に見ていただければと思います。 

 これから外に出て遊びたくなる良い季節になってきますが，小さいお子さんが交通事故などに

遭わないよう，気を付けてよく見ていなければならないなと思いますので，どうぞよろしくお願い

いたします。 

 どうぞ今後とも皆さんお元気で，頑張っていただければなと思います。今日は本当にありがと

うございました。  
 

 

 


